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　普段は渋滞が起きにくい高速道路
で工事による渋滞が発生すると、不
慣れなドライバーが渋滞の末尾で事
故を起こしやすい。

　コミュニケーション型ロボットが普
及し始めているなか、高齢者の生活
コミュニケーションに特化し、使いや
すさと導入しやすい費用を追求した
のが、NTTドコモの「ここくま」であ
る。
　愛らしい表情をしたクマのぬいぐ
るみロボットに、低価格化を実現する
LTEモジュール「Cat.1」を搭載。主な
機能は離れて暮らす家族等とのメッ
セージ送受信と簡単な会話対応だ。
　受信メッセージは緑のランプでお
知らせし、再生ボタンを押すだけで聞
くことができる。メッセージ送信は赤
色の録音ボタンを押して話しかける
だけ、とシンプルでわかりやすい。

高速道路の渋滞を素早く伝え、事故を軽減

高齢者向け「気軽に使える」コミュニケーションロボット

　セフテックでは、渋滞を捉え、数キ
ロ手前を走るドライバーに「前方に渋
滞が発生している」ことを知らせる、移
動可能なIoTシステムを提供している。

　メールを使っていない高齢者や、
ケータイを持っていない高齢者に家
族との新しいコミュニケーション手段
を提供した。
　また、高齢者には独特の話し方が

　工事近辺にモバイルカメラ付きス
ピードセンサー（MSS）と低消費電力
のソーラー式LED表示板を設置。時
速40km以下のスピードで走る車を検
出すると、表示板を「追突注意」に変
更する。同時に上流のMSSに信号を
送り、「この先渋滞中」の表示に切り
替える。
　渋滞情報はクラウドサーバにもアッ
プされ、数キロ手前の広域LED表示
板に示してドライバーに注意を促す。
また、この情報はインターネット経由
で各種端末から閲覧できる。
　高速道路管理会社の目視による渋
滞確認作業を減らしつつ、ドライバー
の安全性向上を導いた。

あり、音声認識の精度が落ちやすい。
「ここくま」は、利用者を70〜90代の
高齢者に特化することで高齢者の声
を大量に集め、音声認識精度を向上
させている。

IoT委員会特別賞
セフテック株式会社

AI&ロボット委員会特別賞
株式会社NTTドコモ

「MSS渋滞監視システム」

「コミュニケーションパートナー ここくま」

図　渋滞発生時に後続車に知らせる仕組み
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図　高齢者に特化した「ここくま」の機能
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　全キャリア対応

メッセージの再生履歴や、
ここくまと話している
時間の履歴確認など

・再生ボタンを押してメッセージを聞く
・録音ボタンを押して話しかけると、
 スマホにメッセージを送信
・簡単な会話も可能（高齢者の音声を
 集めることで認識精度を向上）
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